
 

毎週金曜日を定時退庁日に設定します。御理解をお願いします。 

1日(土)  国民安全の日  

3日(月)  安全点検            

4日(火)  七夕集会 水泳学習5 委員会活動⑥ 司書来校 

5日（水）  C校時 学級PTA 第1回学校保健委員会 相談員来校 

6日（木）  C校時  ALT来校 

7日（金）  C校時   

8日（土）  B校時 土曜授業日 校内水泳大会 

11日（火）  C校時 着衣水泳 代表委員会  司書来校 

佐藤美代子さん（バイオリニスト）の演奏会⑤ 

硬筆教室（１７時～図書室） 

12日（水）  鹿児島ジュニア検定（5・6年） 相談員来校 

13日（木）  C校時  ALT来校 

14日（金）  C校時  県民の日  

16日（日）  ウヤフジ(御先祖)感謝の日 

17日（月）  (祝)海の日 

18日(火)   硬筆教室 

19日（水）  C校時 相談員来校 

20日（木）  1学期終業式 相互点検 職員会議  

21日（金）  夏休み期間（～8月31日） 

水難事故防止運動強調月間（～8月31日） 

村作文教室(元気の出る館) 

22日(土)  親子読書の日 

29日（土）  親子茶道教室②  

30日（日）  青少年ふるさと美化活動 

 

            
  

 
田 検 小 学 校 だ よ り 

令和 5年 6月 26日（月） 

宇検村立田検小学校 

  

    大 切 な 命 
                             学校長 平山 晋 

５月２９日から６月３日まで行った校内人権週間に合わせて，

全校朝会で「命」について講話をしました。 

初めに，自分が生まれるまでの逆さ系統図（下図）を板書し，

「皆さんが、この世の中に生まれてくるためには，お父さんとお母

さんがいて，その前におじいさんとおばあさんが２人ずつ４人い

て，その前には曾おじいさんと曾おばあさんが４人ずつ８人いて，

さらにその前にはもっとたくさんの人がいて･･･，といった具合に

ずっとずっと繋がっています。すごい数の人の命が，皆さんの命と

繋がっているのですね。」と，命の繋がりに気づかせるようにしま

した。その後，「もし，この中の一人でも命を亡くして欠けてしまっ

ていたら，どうなるでしょうか。その人の子どもは生まれず，その

後に続くはずだった人は、皆生まれてきません。そうなると，この

図の最後にいる皆さんも生まれてこないことになります。こう考え

ると，皆さんが生まれてきて，今ここにいることは，とても凄いこと

なんだということが分かってもらえると思います。」と命の繋がり

の素晴らしさに気付かせるようにしました。 

 

さらに，「今この図の最後は自分となっていますが，この自分の

後にも、繋がっていく命があるのです。もし，何かの原因で皆さん

の命が消えてしまったら，後に続くはずだった人たちの命は生ま

れてこないことになってしまいます。このことをどう思いますか。」

と話すと，子どもたちは真剣に考えているようでした。中には「い

やだ。」とつぶやく子もいました。続けて「そう考えると，皆さん一

人一人の命はとても大切な物だということが分かると思います。

ところで，この大切な命をなくしてしまうというのは，どんな場合

があるのでしょうか。」と尋ねると，交通事故や病気などという声

が挙がりました。そこで，「そういうことがありますね。だから，事

故に遭わないよう、病気にならないようにと，先生方やおうちの人

は言うのです。でも，それ以外にも命をなくしてしまうこととして，

自分で自分の命を絶ってしまうということもあります。では，どうし

て自分で自分の命を絶ってしまうのでしょうか。」と問いかけまし

た。すると，「友達にいじめられたり仲間ずれにされたりしたと

き。」という回答がありました。そこで，「そういうこともあるね。い

じめられてつらくて悲しくて耐えられなかったときに，残念ながそ 

そういう方法を選んでしまう人も出てくることはあるね。だから人 

を傷つけたり傷つけられたりすることは，あってはならないので 

すね。自分の命がとても大切なこと，そして自分の命と同じように， 

友達の命も大切だということを分かってもらえたらうれしいです。 

また，つらくてたまらなくなったときには，一人で考え込まないで， 

先生やおうちの人などに相談して，絶対に自分で自分の命を絶 

つことはしないようにしてくださいね。」と話しました。 

私の講話のねらいは，「命は自分一人の物ではなく、とても大 

切な物である。それは，友達も同じ。だから，お互いを大切にしな 

ければならない。」ということでした。しかし，それは，今回の講話 

ですぐ理解し実行できるというものではありません。いろいろな 

成功や失敗を繰り返しながら，理解していくことです。だからこそ 

学校では，相手の気持ちを考えて行動するということを繰り返し 

指導しています。御家庭でも，｢命の大切さ

と，友達との関わり方｣について，話題にして

いただけるとありがたいです。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         校内水泳大会のご案内 

 下記の要領で実施します。たくさんの応援をお願いします。 

1  期日・場所 令和５年７月８日(土) 9:00～ 村プール 

2 日程   8:30～ 8:50 バスでプールへ移動 

9:00～ 9:10 開会式 

9:10～10:40 競技 ※種目は後日連絡します。 

        10:40～11:15 閉会式，帰りの会，下校(11:15～) 

3 下校について 

 ⑴ プールで解散し，保護者と一緒に下校となります。 

⑵ 保護者が来られない児童は，①湯湾・須古方面は集団下校 

②芦検・田検方面の児童はバスで田検小・芦検まで送迎します。 

※ 大会終了後の片づけの際に，軽トラックが必要です。軽トラック 

を出していただけるとありがたいです。御協力お願いします。 



授業参観・愛校作業 令和5年6月10日(土) 

よい歯教室 令和5年6月 1日(木)3・4年 7日（水）1・2年生  19日（月）5・6年 

第 1回村小学校集合学習 令和5年6月 15日（木） 

水泳学習開始 6月14日（火） 

水泳学習開始 令和5年6月 13日(火)～ 宇検村教育委員会学校訪問 令和5年6月8日(木) 

                   御存知の通り，学校横にある武道館横に大規模ながけ崩れが発生しました。幸い，道路を完全にふさがれ 

ることはありませんでしたが，この道は，湯湾・須古方面の児童の通学路となっています。安全のため，当分

の間，児童には，港側を通って登下校するよう指導しています。ただし，そのルートでは2か所で県道を横断しなければならなかったり，沈没船の

解体作業場の近くをとおらなければならなかったりして危険を伴います。そこで，スクールガードや警察の皆さんが見守りをしてくださっており大

変ありがたいことです。保護者の皆様におかれましては，付近を通行の際には，十分注意して通行するよう家庭でも子どもさんへの御指導をお願い

します。 

 

 

6月の学校行事から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防分団と湯保護者の皆様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 本校の立石養護教諭と担任とのT.T（ティーム・ティーチング）により,全学年「よい歯教室」が実施されました。高学年の授業には

学校歯科医の名越先生にも来ていただきました。授業では歯を守るための正しい歯磨きの仕方，むし歯になりやすい食べ物となりにく

い食べ物，高学年では試薬を使って磨き残しチェックもしました。学習したことを生かして，むし歯を予防し，一生健康な歯で過ごす

ことができるといいですね。 

 悪天候にも関わらず多数ご参観いただきました。愛校作

業では保護者の皆さんにご協力をいただき，隅々まできれ

いにしていただきました。ありがとうございました。 

 天候も心配されましたが，13 日から村総合運動公

園プールで学習がスタートしました。体調管理をしっ

かりして参加してほしいと思います。 

 村内の全小学生が一同に集まって授業を行いました。小規模校で学ぶ子どもたちにとっ

て大人数での学習の経験は子ども同士が，多くの考えにふれることのできる大変貴重な機

会となりました。次回は10月の予定です。 

 宇検村教育委員会から村野教育長，高田教育委員，後藤教育委員，藤事務局長，古島局長補

佐，肥後係長，福山指導主事の7名が来校しました。授業参観や表簿閲覧，学校経営について

の質疑応答が行われました。御指導いただいたことを今後の学校経営に活かしていきます。 

【お礼】20日(月)から翌日にかけて発生した豪雨により，学校前の歩道が大量の土砂に覆われて通行できない状態になってしまいました。その土砂の

除去作業に，消防分団の皆さんや湯湾の保護者の皆さんがかけつけ，全てきれいに除去してくださいました。おかけ様で 22日(木)から児童生徒が無

事通行できました。この場を借りて心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 


